
【報道資料】 

令和６年８月２７日 奈良県田原本町 

唐古・鍵考古学ミュージアムでは、秋季ミニ展示として、昨年の発掘調査で新

規発見した平安時代末～鎌倉時代初頭に遡る「石製宝塔」を速報展示するととも

に、唐古・鍵遺跡にあった「田中庄」という荘園の関連資料も展示します。田中

庄は、紫式部の夫である藤原宣孝が領主だったことでも知られ、発掘調査で平安

時代～鎌倉時代の屋敷関連の遺構と遺物が見つかっています。 

記 

■ 展 示 名  秋季ミニ展示  

平安～鎌倉時代の信仰と生活 

－都にあこがれた在地領主たち－ 

■ 期 間  令和６年９月 21日（土）～11月 24日（日） 

■ 展示内容   十六面・薬王寺遺跡第 50次調査出土 石製宝塔ほか 

唐古・鍵遺跡第５次調査 黒色土器・土師皿 

唐古・鍵遺跡第 59次調査 白磁碗 

宮古地区出土 泥塔 

唐古・鍵考古学ミュージアム秋季ミニ展示 

「平安～鎌倉時代の信仰と生活

－都にあこがれた在地領主たち－」について 
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（関連事業） 

■ 講 演 会 

・日時  10月 14日（月・祝）午後 1時 30分～4時 15分 

・場所  田原本青垣生涯学習センター２階 研修室 

・内容  （講演①）田原本町の平安時代末期～鎌倉時代初頭の集落と遺物 

清水 琢哉（田原本町文化財保存課） 

（講演②）十六面・薬王寺遺跡出土の石塔を探る 

－紀伊の平安～鎌倉時代の石塔から考える－ 

北野 隆亮（和歌山市わかやま歴史館） 

・定員  80人（申込不要 先着順 聴講無料） 

 

この件に関するお問い合わせ先 

・関連事業（講演会・ミュージアム展示）について 

   田原本町教育委員会事務局文化財保存課 TEL：0744-32-4404 



秋季ミニ展示 

「平安～鎌倉時代の信仰と生活－都にあこがれた在地領主たち－」 

 

期 間 ： 令和６年９月 2１日（土）～11月 24日（日） 会期中開館日 56日 

会 場 ： ミュージアム前廊下 

 

・企画展を年１回とするのにあわせ、本年度の秋季企画展にかえてミニ展示を実施する。 

 

≪企画案≫ 

令和５年度に実施した十六面・薬王寺遺跡第 50次調査では、凝灰岩製の石塔部材が出土

した。平安時代末～鎌倉時代初頭に遡る「石製宝塔」は類例も希少で、その重要性は高い。

十六面・薬王寺遺跡の 11～12 世紀の様子を展示するとともに、唐古・鍵遺跡の 11 世紀前後

の資料と「田中庄」についても展示する。 

 展示品：十六面・薬王寺遺跡第 50 次調査の石塔類、十六面・薬王寺遺跡第 21 次の瓦器・

陶器・木製品、宮古地区採集の泥塔、唐古・鍵遺跡第５次・26 次・59 次調査出土の田中庄関

係遺物等 

                            ウォールケース１、ロー斜めケース１の展示 

 

パネル等 

※田原本町遺跡地図 

※十六面・薬王寺遺跡の中世図 

※現在の地図と田中庄の範囲の図 

※過去の空撮写真(唐古池東側辺りが写ったもの) 

※平安遺文の記事（早米使殺害事件） 

 

A3両面刷りのリーフレットを作成（モノクロ） 見学者数はリーフレットの枚数でカウント 

 

※関連講演会 10/14（月・祝） 於：２階研修室 

清水琢哉（田原本町） 

 「田原本町の平安時代末期～鎌倉時代初頭の集落と遺物」 

北野隆亮氏（和歌山市わかやま歴史館） 

「十六面・薬王寺遺跡出土の石塔を探る－紀伊の平安～鎌倉時代の石塔から考える－」 

 




